
岐阜県受動喫煙防止対策推進会議（議事要旨） 

 

１ 日時：令和５年１０月５日（木）１４：００～１５：００ 

２ 場所：岐阜県シンクタンク庁舎 ３－２会議室  

３ 出席者 

 

 

 

（１）委員    

団体名 役職 委員名 備考 

地方独立行政法人岐阜県総合医療センター 副院長・内科部長 飯田 真美  

一般社団法人岐阜県医師会 常務理事 平野 良尚 欠席 

公益社団法人岐阜県歯科医師会 専務理事 近藤 万知  

岐阜県学校保健会 事務局長 池田 勉 

（代理 髙木 寛之） 

 

岐阜県商工会議所連合会 事務局部長 深尾 浩美  

岐阜県商工会連合会 事務局長 田中 英人 

（代理 加藤 太） 

 

公益財団法人岐阜県生活衛生営業指導セン

ター 

理事兼事務局長 樋口 行伹  

公益社団法人岐阜県食品衛生協会 専務理事兼事務局長 和座 厚 欠席 

多治見市保健センター 健康づくりグループ 田中 唯菜  

岐阜労働局労働基準部健康安全課 課長 米山 宏治  

 

（２）オブザーバー 

   

団体名 役職 氏名 備考 

岐阜市保健衛生部健康増進課 課長 髙橋 誠一郎 

（代理 田打 貴子） 

 

岐阜県東濃保健所 所長 中村 俊之  

 

（３）事務局 

   

団体名 役職 氏名 備考 

岐阜県健康福祉部保健医療課 課長 井上 玲子  

   〃 健康推進室がん・受動喫煙対策係 主幹兼係長 田中 和美  

   〃 健康推進室がん・受動喫煙対策係 主任 清水 紗代  



４ 内容 

議題１：第３次ヘルスプランぎふ 21 の評価・課題について  

・受動喫煙対策として、県及び岐阜市保健所において受動喫煙防止対策窓口を設置。

令和４年度は岐阜県で 15件、岐阜市で 13件法違反が疑われる通報があった。 

   

議題２： 第４次ヘルスプランぎふ 21の指標及び具体的な取り組みについて 

   ・紙巻きたばこ、加熱式たばこ等たばこの種類と計画の関係について整理が必要。 

   ・喫煙が健康に与える影響について理解している人の増加を指標に掲げているが、

現行計画で改善が見られなかった。第４次計画では、喫煙と肺がんなど個々の疾

患への影響についての理解にとどまらず、多様な疾患相互の関連性、相乗的な影

響も踏まえ、広く、喫煙がもたらす健康影響について周知するなど、啓発にも工

夫が必要。 

   ・職種や事業所によって、受動喫煙防止に対する考え方に差がある。働き世代であ

る 30代、40代の喫煙率が高い傾向にあるため、事業所における受動喫煙対策は重

要。 

   ・禁煙外来による治療を支援、推進することは、喫煙する人の減少を通じ、望まな

い喫煙にあう機会の減少にもつながると考える。 

   ・学習指導要領に基づく喫煙防止教育について、がん教育における取組とも関連さ

せながら引き続き推進したい。 

   ・幼少期からの受動喫煙防止、喫煙防止教育は重要である。子供が学ぶことで両親

が喫煙について考えるきっかけとなる。 

 

総括 

・たばこ対策は、喫煙する人を減らす、環境を整える、教育を進めるというそれぞれ

の観点で取り組みを実施し、連携していくことが重要であると考える。 

・様々な立場から次期ヘルスプランぎふ 21のたばこ領域について意見があった。計

画策定にあたり、参考としてもらいたい。 

 


